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同じ場所から、同じ景色を見続けて 

通級指導教室担当 吉田 雅人    

１月１日の朝は初日の出を見るために近所

を散歩するのが、毎年恒例となっています。今

年の元旦はあいにく雪が降っていたため、外に

出るのをあきらめました。 
 

翌２日の午前７時ちょうど、放射冷却現象で

バリバリに凍った道をソロリソロリと出かけ

ました。吐く息は真っ白。冷たい空気を感じて、

引き締まる頬
ほ ほ

。雲一つない空は少しずつ明るい

水色に変化し、山の端が白み始めます。 
 

午前７時３０分、立

山連峰から顔を見せ

始めた太陽は神々
こ う ご う

し

く、鋭い光を私の全身

に浴びせました。そん

な「事実上の初日の

出」に圧倒されながら、太陽に向かって手を合

わせ、家族の健康と幸せを祈りました。 
 

いつも見ている太陽と同じ太陽のはずなの

に、年が明けて最初に見る太陽は、なぜこんな

にもまぶしく、例えようのないほどの力を秘め

ているのでしょうか。 
 

このように、同じとこ

ろから同じ景色を見て

いても、見え方が違った

り、小さな変化に気付い

たりすることがあります。 
 

今年度、私が同じ場所から見続けた景色の一

つに「雄中生の登校風景」があります。 
 

 ４月。一回り大きいサイズの制服を身にまと

い、希望と不安が入り混じった表情で登校する

１年生の姿。 
 

 ５月。間もなく８時１５分。チャイムが鳴る

ギリギリのところを校舎内に駆け込む姿。教室

には間に合ったかな？ 

６月。雨の中を頑張って自転車で登校して

きたのか、かっぱを着ていても、靴とカバン

はずぶ濡れに。風邪は引かなかったかな？ 
 

７月。期末考査を終え、あとは夏休みを迎

えるのみ。マスクの向こうの笑顔が見えてき

そう。 
 

９月。生徒会が企画

した「古着 de ワクチ

ンプロジェクト」…毎

日のように古着を持

ってきてくれた２年

生がいましたね。 
 

１０月。体育大会の練習が続いて、若干「お

疲れモード」…挨拶の声は小さかったけど、

しっかり目を合わせてくれました。 
 

１１月。３年生は確認テストかな。参考書

に目を通しながら玄関を通過。段差があるか

ら気を付けて！ 受験生らしくなりましたね。 
 

１２月。雨で濡れた下足入れの床。モップが

けをしていると何人もの生徒たちが「いつもあ

りがとうございます」と声を掛けてくれまし

た。 
 

１月。やはりモップがけをしていると、今

度は「先生、僕もやりますよ」と申し出てくれ

たのは１年生のあの子。 
 

この１年間の「定点観測」を通して、生徒た

ちが心身共に確実に成長していることを実感

しました。 
 

今年度も残すところあと

２か月。引き続き生徒たち

を出迎えながら、成長して

いく姿を見守りたいと思い

ます。 

学校だより 

-１- 

まぶしく輝く１月２日の日の出 

「あいさつ運動」に参加する生徒たち 

多くの協力を得られた古着集め 



 一画一画に思いを込めて ～校内書き初め大会～ 

 

１月７日（金）、校内書き初め大会を行いました。 

各教室では、生徒たちが落ち着いた雰囲気で一画一画に思いを込

めて、筆を走らせていました。 

この日の放課後、国語科の教員で作品の審査を行い、入賞作品

が決まりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

◎１学年 

【金賞】 

 ６名 

【銀賞】 

１０名 

     

 

◎２学年 

【金賞】 

 ５名 

【銀賞】 

 １１名 

 

 

◎３学年 

【金賞】 

 ６名 

【銀賞】 

１０名 

 

集中して書き初めに取り組む生徒たち 
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学習に役立つ図書の寄贈 ～立山製紙さんより～ 

 
 
 

努力を積み重ねる年に 

１年 代表生徒 

 僕が入学してから一番頑張っ

たことはサッカー部の活動で

す。１学期と２学期序盤の試合

では、すべて大差で敗れてしまいました。しかし、

チームのみんなと話し合ったり、日々の練習方法

を工夫したりしました。 

 今シーズン最後の公式戦で、チームのみんなは

「絶対に勝ってやる」という気持ちで全力で試合

に挑みました。結果は、１対２という結果に終わ

りました。でも、後半のラストプレーでは「絶対

に１点取り返してやる」とみんなの気持ちが一つ

になり、必死にプレーしました。最終的にはあと

少しのところまで追い詰めることができました。 

 勝利を手にするその時まで努力を続けていき、

部活動以外の他のことにも生かせるようにした

いです。去年の経験を踏まえ、２０２２年は努力

を積み重ねる年にしたいと思います。 

「成長」につながった 2021 年の「挑戦」 

２年 代表生徒 

 ２０２１年は学年が一つ上がり、生徒議会の議

長や合唱コンクールでの伴奏者等、初めて挑戦す

ることが多くありました。 

「議長をしてみないか」と頼まれた当初は、全

校の前で生徒総会の司会という大役を果たせる

か不安でした。でも、やらずに後悔するくらいな

ら思い切ってやってみようと決断し、引き受けま

した。議長の仕事を通して、人前で話すことの難

しさを痛感しました。 

合唱コンクールの伴奏で

は、クラスのみんなの気持

ちをまとめることの難しさ

を実感しました。賞は取れなかったものの、クラ

ス内の心の距離は近くなったように思います。 

いろいろなことがあった２０２１年。その分、

学ぶことも多かったです。２０２２年も、新しい

ことに挑戦し続けたいです。 

「チャレンジ」「全力」「楽しく」 

3 年 代表生徒 

 僕には、新年を迎えるにあたっての抱負が３つ

あります。１つ目は、何事にもチャレンジします。

２つ目は、悔いが残らないように全力で物事に取

り組みます。特に県立高校一般入試に向けて、入

試対策テキストの解き直しをたくさん行い、よい

結果につなげられるように頑張りたいです。 

そして、３つ目は全力で毎日を楽しんでいきた

いです。このメンバーで過ごせるのはあと数か月

しかありません。中学校生活の終わりを笑顔で終

われるように１日１日を大切に過ごしていきた

いです。 

 雄中生の皆さん、努力

し続けると最高の結果が

待っています。僕は駅伝

部の活動を通して、そのことを実感しました。努

力は無駄にはなりません。皆さんも自分を信じ、

全力で毎日を楽しみ頑張っていきましょう。 

 

雄中ほっとニュース 
 

 

１月１１日（火）、立山町に本社を置く立山製紙

さんより、図書を寄贈していただきました。 

  

これは、雄山中学校が実施している古紙回収活

動への感謝の気持ちと、学習に役立ててもらいた

いという思いで実現し、今回で６度目となります。 

寄贈されたのは「角川まんが学習シリーズ」の「日

本の歴史」（全 19巻）と「世界の歴史」（全 20 巻）

です。 

寄贈いただいた図書は、図書室前での展示期間

終了後、生徒への貸し出しを行う予定です。 
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学校ホームページも随時更新しています。 

ぜひ、ご覧ください。 
雄山中学校 

雄中史上最高の 14 位でゴール！ ～全国中学駅伝～ 
 

 

 １２月１９日（日）、滋賀県竜王町・希望が丘文化公園で第２９回全国中学校

駅伝大会が開催され、県中学駅伝で優勝した本校駅伝部が富山県の代表として

出場しました。 

 序盤は一桁台の順位で勢いをつけ、中盤以降も十位台をキープ。安定した走りを見せ、最終６区を１４

位でゴールし、雄山中学校として出場した全国大会では史上最高の結果を残しました。 

 

 

 

 

 

成長した２年半 
１区（３年） 

 僕は１年生のときから駅伝部に所属してきまし

た。２年半の間、きつい練習もありましたが、部員

のみんなと声を掛け合いながら頑張り、さまざま

な経験とともに自分自身が成長できたと思いま

す。高校に進学後も陸上競技を続けるつもりでい

るので、駅伝部での経験を生かしていきたいです。 

部長として 
２区（３年）  

前年度は全国大会が中止になり、先輩たちは悔

しがっておられました。自分たちの代になり、開

催に望みをかけてチームを引っ張ってきました。

そして、今回はチーム一丸となって、納得のいく

結果を残すことができました。中野先生、チーム

のみんな、ありがとうございました。 
 

仲間 
 ３区（３年） 

駅伝部で活動した半年間、苦しい時や思うよう

に結果が出せなかったとき、励まし合ったり支え

になる言葉を掛けてくれたりした仲間がいたから

こそ、今の自分がいるのだと感じています。仲間

のおかげで、最高の半年間を過ごすことができま

した。今までありがとうございました。 

 

継続する力 
 ４区（３年） 

僕が全国大会を走りきることができたのは、中

野先生や過去の先輩、かけがえのない仲間に恵ま

れたおかげで、あきらめることなく努力を継続で

きたからだと思います。ぜひ皆さんにも努力を継

続して、部活動や勉強を精一杯頑張ってほしいと

思います。 
 

来年につなぐ全国での経験 
 ５区（２年） 

順位をキープすることが僕の目標でした。レー

スでは力は出し切れました。しかし、守りの走り

になり、先輩方に頼ってばかりの駅伝でした。来

年は、チームの柱になれるように攻めの走りを意

識して、新しい仲間とともにもう一度全国の舞台

で戦いたいです。 

 

小さな努力を積み重ねて 
 ６区（３年） 

僕は、駅伝部員として参加した最後のレースで

満足のいく走りができたと思います。自分の出せ

る力を最大限に発揮できました。このような走り

ができたのは、日々の練習をコツコツと続け、気

が付けば大きな価値のあるものにできたからだと

思います。 
 

一生忘れることのない経験 

駅伝部監督 中野誠治  

 大会前のポイント練習を見て、どんな練習にも真剣に取り組み、キャプテンを中心にまとまり、チー

ムの調子が上がっていることを実感しました。大会では、選手たちはもっている力を 100％出し切るこ

とができました。 

私は選手たちが頑張る姿を見て、涙が出ました。選手たちには「日本一を決める大会」を経験させた

かった…これが私の本当の気持ちです。私自身、この経験は一生忘れることはないと思います。選手の

みんな、今までありがとう。 
 

 
 

３日(木) 私立高校一般入試 

１０日(木) 県立高校推薦入試 

１３日(日) 富山高専一般入試 

 
 

 

 

 
 

 

 

１５日(火) 学校納金口座振替日 

２１日(月) ３年 学年末考査（～２４日） 

２４日(木) １・２年 学年末考査（～２８日） 
 

２月の行事予定 
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区間６位

総合６位
１区

区間13位

総合11位
２区

区間33位

総合16位
３区

区間９位

総合14位
４区

区間35位

総合14位
５区

区間12位

総合14位
６区


